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長
浜
市
の
市
連
合
自
治
会

（
廣
瀬
真
啓
会
長
）
の
自
治

会
視
察
研
修
の
一
行
が
７
月

31
日
、
日
吉
台
支
所
を
訪
問
。

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
行
う
日

吉
台
の
空
き
家
対
策
事
業
の

研
修
を
行
う
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
同
市
の
武
田
昌
幸
市
民

活
躍
課
長
、
野
邉
誠
同
課
副

参
事
が
来
訪
、
野
々
口
義
信

自
治
連
合
会
会
長
、
濱
崎
博

学
区
空
き
家
対
策
委
事
務
局

長
ら
に
「
行
政
に
頼
り
き
ら

な
い
日
吉
台
学
区
独
自
の
ま

ち
づ
く
り
と
関
連
さ
せ
た
空

き
家
対
策
を
学
び
た
い
」
と

申
し
入
れ
た
。

日
吉
台
学
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
日
吉
台
学
区
が
取
り
組

む
空
き
家
対
策
事
業
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
市
の
担
当
者

が
、
大
津
市
の
空
家
対
策
推

進
室
に
連
絡
、
視
察
研
修
の

運
び
と
な
っ
た
。

一
行
は
、
廣
瀬
会
長
ら
同

市
の
各
地
区
連
合
自
治
会
会

長
ら
約
30
人
。
バ
ス
で
日
吉

台
を
訪
問
、
日
吉
台
市
民
セ

ン
タ
ー
で
、
日
吉
台
学
区
で

取
り
組
む
空
き
家
対
策
の
事

業
内
容
、
事
業
の
経
緯
、
苦

労
話
、
事
業
の
成
果
な
ど
に

つ
い
て
研
修
す
る
。

長
浜
市
は
、
県
北
部
の
８

町
と
二
回
に
わ
た
る
平
成
の

大
合
併
を
経
て
２
０
１
０
年

１
月
１
日
発
足
。
合
併
当
時

12
万
７
０
０
０
人
の
人
口
は
、

現
在
11
万
８
０
０
０
人
と
人

口
減
に
悩
む
。
平
成
26
年
３

月
の
調
査
で
同
市
の
空
き
家

数
は
１
４
８
９
戸
、
空
き
家

率
は
５
・
１
％
。

日
吉
台
で
は
、
５
月
24
日

に
石
川
県
か
ほ
く
市
が
、
８

月
に
は
富
山
県
射
水
市
か
ら

の
視
察
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

空
き
家
対
策
の
視
察
研
修
が

相
次
い
で
い
る
。

学
区
空
き
家
対
策
委
員
会

（
小
島
善
則
委
員
長
）
は
５

月
末
開
い
た
委
員
会
で
、
学

区
内
空
き
家
の
現
況
再
確
認

調
査
の
実
施
を
決
め
た
。
平

成
28
年
に
学
区
に
空
き
家
対

策
特
別
委
が
設
置
さ
れ
た
直

後
、
大
津
市
と
共
同
で
学
区

内
の
空
き
家
現
況
確
認
調
査

を
実
施
し
た
が
、
そ
の
後
学

区
内
で
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、

不
動
産
売
買
が
相
次
ぎ
現
況

が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

空
き
家
に
関
す
る
正
確
な
情

報
と
対
策
活
動
を
よ
り
進
展

さ
せ
る
た
め
各
丁
に
依
頼
し

て
再
調
査
を
す
る
こ
と
に
し

た
。委

員
会
で
は
、
再
確
認
調

査
の
実
施
方
法
を
協
議
。
平

成
28
年
の
調
査
表
を
も
と
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
検
討
し

た
が
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
場

合
、
２
人
以
上
の
調
査
員
が

必
要
な
う
え
調
査
に
は
、
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
も
あ
り

難
し
い
と
判
断
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
あ
き
ら
め
各
丁
に
対
し

平
成
27
年
10
月
か
ら
現
在
ま

で
の
転
入
、
転
出
の
動
き
の

報
告
、
調
査
を
求
め
る
こ
と

に
し
た
。

委
員
会
は
、
今
後
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
資
産
価

値
を
上
げ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
や

相
続
対
策
な
ど
の
勉
強
会
、

先
進
地
視
察
な
ど
活
動
計
画

な
ど
も
決
め
る
と
と
も
に
役

員
が
各
丁
の
組
長
会
な
ど
で

活
動
内
容
を
説
明
、
空
き
家

対
策
に
理
解
を
求
め
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
日

吉
台
を
め
ざ
し
学
区
空
き
家

対
策
委
員
会
は
７
月
22
日
、

午
前
10
時
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
ず
っ
と
・
も
っ
と
」
懇

談
会
を
開
催
す
る
。

学
区
で
は
、
空
き
家
対
策

が
は
じ
ま
っ
た
２
０
１
６
年

に
10
年
後
の
日
吉
台
を
展
望

し
た
「
日
吉
台
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン

２
０
２
６
」
を

策
定
。
「
安
心
・
安
全
な
町
」

「
み
ん
な
が
集
ま
る
町
」
「
健

康
な
生
活
と
健
全
な
成
長
を

見
守
る
町
」
「
助
け
合
い
の

町
」
「
楽
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
ー

の
５
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
学
区
の
団
体
、
住
民
の

協
力
を
得
て
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

日
吉
台
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
行
、
今
後
空
き
家
の
さ

ら
な
る
増
加
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
あ
こ
が
れ
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
だ
っ
た
日
吉
台
が
こ

の
先
も
「
ず
っ
と
・
も
っ
と

住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
と
な

る
よ
う
５
つ
の
基
本
方
針
の

具
現
化
が
必
要
と
な
っ
て
き

て
お
り
、
住
民
み
ん
な
の
意

見
を
聞
く
場
と
し
て
こ
の
懇

談
会
開
催
と
な
っ
た
。

懇
談
会
は
、
「
日
吉
台
・

も
の
が
た
り
づ
く
り
」
ー
を

テ
ー
マ
に
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽

し
く
進
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
を
採
用
、
子
ど
も
の

こ
ろ
の
想
い
出
、
今
感
じ
て

い
る
こ
と
、
将
来
こ
う
な
っ

て
欲
し
い
こ
と
な
ど
、
「
ガ

リ
バ
ー
マ
ッ
プ
」
で
日
吉
台

を
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
す
る
。
無

料
。第

２
回
目
は
、
10
月
中
旬
、

「
ず
っ
と
・
も
っ
と
住
み
続

け
た
い
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に

行
う
。
第
１
回
目
の
テ
ー
マ

「
日
吉
台
・
も
の
が
た
り
づ

く
り
」
を
ふ
り
か
え
り
、
現

在
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
重

ね
合
わ
せ
今
後
の
日
吉
台
の

ま
ち
づ
く
り
を
俯
瞰
す
る
。

支
所
統
合
問
題
で
、
大
津
市
自
治
連
合
会
（
谷
正
男
会
長
）
は
６
月
開
い
た
定
例
会
で
、
支
所
統
合

に
つ
い
て
、
市
民
セ
ン
タ
ー
機
能
の
あ
り
方
で
、
よ
り
良
い
案
が
出
る
ま
で
36
支
所
は
す
べ
て
残
す
と

し
た
市
と
市
自
治
連
と
の
確
認
案
を
了
承
し
た
う
え
、
よ
り
良
い
案
を
求
め
て
市
内
学
区
を
７
地
域
に

に
区
分
け
し
て
い
る
「
７
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
協
議
」
の
実
施
を
決
め
た
。

大
津
市
は
、
昨
年
暮
れ
、

市
民
セ
ン
タ
ー
あ
り
方
検
討

の
う
ち
、
現
在
36
ヵ
所
あ
る

支
所
を
32
年
度
中
に
10
支
所

に
統
合
集
約
化
す
る
支
所
再

編
、
集
約
計
画
の
素
案
を
発

表
し
た
。
こ
の
素
案
で
は
日

吉
台
支
所
は
坂
本
支
所
へ
統

合
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。素

案
提
示
で
、
統
合
さ
れ

る
支
所
を
持
つ
学
区
を
中
心

に
反
発
の
声
や
反
対
意
見
が

相
次
い
だ
。
市
自
治
連
合
会

で
は
、
各
学
区
の
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
踏
ま
え
越
直
美
市

長
ら
市
側
と
協
議
を
重
ね
、

支
所
統
合
問
題
に
つ
い
て
「
市

と
し
て
市
民
セ
ン
タ
ー
の
よ

り
良
い
あ
り
方
を
決
定
す
る

ま
で
の
間
は
、
36
学
区
の
市

民
セ
ン
タ
ー
は
設
置
継
続
す

る
」
こ
と
を
確
認
し
た
。

市
と
の
確
認
を
受
け
、
市

自
治
連
合
会
は
、
30
年
度
冒

頭
の
定
例
会
で
、
今
後
の
協

議
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
市

内
36
学
区
を
地
域
ご
と
に
７

箇
所
に
ま
と
め
た
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
市
と
協
議
、
合
意
点

を
探
る
こ
と
に
し
た
。

６
月
の
市
自
治
連
定
例
会

で
は
、
各
学
区
か
ら
市
の
提

案
の
し
方
、
素
案
提
示
、
市

自
治
連
の
議
論
の
取
り
ま
と

め
方
な
ど
に
疑
義
が
だ
さ
れ

論
議
が
沸
騰
。
こ
の
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
は
、
市
の
案
を
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
行
う
こ
と
を
確
認

し
た
。

し
か
し
市
側
は
「
素
案
は

す
で
に
公
表
さ
れ
た
も
の
」
。

協
議
は
フ
ラ
ッ
ト
で
行
う
も

の
で
あ
る
と
し
協
議
会
の
あ

り
方
に
考
え
の
違
い
を
み
せ

て
お
り
、
今
後
、
曲
折
が
予

想
さ
れ
る
。

日
吉
台
学
区
は
、
雄
琴
、

坂
本
、
下
阪
本
、
唐
崎
学
区

と
と
も
に
中
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

に
属
し
、
素
案
で
は
こ
の
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
支
所
は
坂
本
支

所
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

支
所
統
合
案
、
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
へ

市
と
市
自
治
連
、
論
議
紛
糾
の
恐
れ
も

空き家対策委

空
き
家
現
況
再
確
認
調
査
へ

先
進
地
視
察
や
勉
強
会
も

住
み
続
け
た
い
ま
ち
め
ざ
し

７
月
22
日
、
懇
談
会
開
催

空き家対策で長浜市視察団訪問
7 月 31 日

統 合 が 取り ざ た さ れ る日 吉 台 市 民 セン タ ー
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日
吉
台
小
学
校
卒
業
生
で
マ
リ
ン
バ
奏
者
の
髙
木
（
旧
姓
村
田
）
真
稚
恵
さ
ん
を
招

い
た
日
吉
台
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
事
業
、
「
よ
う
こ
そ
先
輩
」
～
マ
リ
ン
バ
奏

者
ま
ち
え
さ
ん
の
音
楽
会
～
が
６
月
21
日
、
母
校
の
日
吉
台
小
体
育
館
で
開
催
。
音
楽

会
に
は
、
住
民
約
２
０
０
人
が
訪
れ
、
同
小
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
マ
リ
ン
バ
演
奏

を
鑑
賞
し
た
。

髙
木
さ
ん
は
、
日
吉
台
小
５
年
生
の
時
、
マ
リ
ン
バ
を
始
め
る
。
石
山
高
音
楽
科
、

京
都
市
立
芸
大
を
経
て
同
大
大
学
院
修
了
。
こ
れ
ま
で
に
第
６
回
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
国
際
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
な
ら
び
に
タ
カ
ハ
シ
パ
ー
ル
賞
、
平
成
16
年
度
平
和
堂
財
団
芸

術
奨
励
賞
な
ど
を
受
賞
。
打
楽
器
奏
者
と
し
て
ソ
ロ
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
な
ど
で
活
動
、
現
奈
良
県
立
高
円
高
校
音
楽
科
非
常
勤
講
師
、
ス
タ
ジ
オ
ピ
ッ
コ
ロ
、

ゼ
ン
オ
ン
器
楽
講
師
な
ど
を
務
め
る
。

こ
の
日
の
音
楽
会
は
、
奈
良
市
在
住
の
同
じ
マ
リ
ン
バ
奏
者
の
、
小
池
美
郷
さ
ん
、

日
吉
台
在
住
の
ピ
ア
ノ
奏
者
、
吉
川
康
代
さ
ん
が
共
演
。
子
ど
も
た
ち
も
高
木
さ
ん
に

教
わ
り
な
が
ら
マ
リ
ン
バ
や
学
校
に
あ
る
木
琴
を
演
奏
し
た
ほ
か
、
ア
ニ
メ
「
と
な
り

の
ト
ト
ロ
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
テ
ー
マ
曲
「
さ
ん
ぽ
」
の
演
奏
で
は
、
樋
口
大
起
教
諭

が
チ
ュ
ー
バ
を
持
参
、
飛
び
入
り
参
加
、
子
ど
も
た
ち
ら
か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
、

み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

「
チ
ェ
ロ
の
名
曲
の
数
々
を
」
―
―
「
第
３
回
日
吉
台
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
６
月
17
日
（
日
）
午
後
２
時
、
日
吉
台
市
民

セ
ン
タ
ー
開
か
れ
、
２
０
０
人
が
し
ば
し
生
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
に
酔
い
し
れ
た
。

チ
ェ
ロ
奏
者
近
藤
浩
志
氏
と
ピ
ア
ノ
の
河
合
珠
江
氏
に
よ

る
演
奏
会
。
チ
ェ
ロ
の
名
曲
を
中
心
に
エ
ル
ガ
ー
の
優
し
く
、

心
温
ま
る
「
愛
の
挨
拶
」
か
ら
始
ま
り
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の

ア
ル
ペ
ジ
オ
ー
ネ
ソ
ナ
タ
の
３
楽
章
に
わ
た
る
演
奏
は
、
チ
ェ

ロ
の
重
低
音
の
響
き
、
中
高
音
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
、
の
び
や

か
な
演
奏
に
チ
ェ
ロ
と
い
う
楽
器
の
素
晴
ら
し
さ
を
堪
能
し
、

聴
衆
は
心
地
よ
く
、
眠
る
よ
う
に
聴
き
入
っ
て
い
た
。

後
半
は
「
動
物
の
謝
肉
祭
よ
り
白
鳥
」
、
「
シ
ン
ド
ラ
ー

の
リ
ス
ト
」
な
ど
の
お
馴
染
み
の
曲
も
交
じ
え
、
チ
ェ
ロ
と

い
う
楽
器
が
、
こ
ん
な
に
も
哀
し
く
、
切
な
い
も
の
な
の
か
、

心
に
深
く
し
み
い
る
演
奏
が
、
詰
め
掛
け
た
多
く
の
人
に
感

動
を
与
え
て
い
た
。

7
月
28
日
開
催
の
第
20
回

日
吉
台
夏
ま
つ
り
の
出
店
内

容
と
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
の

演
技
種
目
が
５
月
に
開
か
れ

た
第
１
回
実
行
委
で
大
枠
が

か
た
ま
っ
た
。

夏
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る

出
店
団
体
は
15
団
体
。
縁
日

で
お
な
じ
み
の
た
こ
焼
き
、

焼
き
そ
ば
、
イ
カ
焼
き
、
焼

き
鳥
、
か
き
氷
、
ア
ル
コ
ー

ル
類
、
清
涼
飲
料
水
ほ
か
ア

ク
セ
サ
リ
ー
類
な
ど
趣
向
こ

ら
し
た
お
店
が
軒
を
連
ね
る
。

ま
た
、
地
元
の
人
た
ち
が
手

づ
く
り
の
野
菜
を
即
売
す
る

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
日
吉

台
野
菜
マ
ル
シ
ェ
コ
ー
ナ
ー

ほ
か
、
学
区
の
子
ど
も
た
ち

が
レ
モ
ン
シ
ロ
ッ
プ
を
炭
酸

飲
料
で
わ
っ
た
レ
モ
ネ
ー
ド

を
販
売
す
る
「
こ
ど
も
だ
ら

け
の
株
式
会
社
」
が
初
出
店

す
る
。

会
場
中
央
の
ス
テ
ー
ジ
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
日
吉

台
幼
稚
園
児
と
合
同
保
育
を

行
う
坂
本
幼
稚
園
児
の
「
園

児
の
ダ
ン
ス
」
ほ
か
比
叡
山

高
校
吹
奏
楽
委
員
会
が
初
出

演
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
お
な

じ
み
の
盆
踊
り
「
江
州
音
頭
」
、

オ
バ
サ
ン
バ
一
座
に
よ
る
サ

ン
バ
演
舞
な
ど
が
予
定
さ
れ

楽
し
い
催
し
が
企
画
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
開
幕
に
先
駆

け
お
神
輿
が
学
区
内
を
巡
行
、

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
。

日
吉
台
小
学
校
前
の
街
路

樹
伐
採
工
事
で
、
市
道
路
・

河
川
課
は
30
年
度
中
に
伐
採

街
路
樹
跡
の
根
の
掘
り
起
こ

し
工
事
を
行
う
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
街
路
樹
の
根
元

に
は
、
周
辺
の
住
民
が
好
み

の
樹
木
や
花
な
ど
を
植
え
て

い
る
が
、
10
月
末
ま
で
の
移

植
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

同
市
道
路
・
河
川
管
理
課

は
昨
年
年
１
月
、
３
丁
目
と

４
丁
目
の
バ
ス
通
り
に
植
栽

し
て
あ
る
街
路
樹
、
プ
ラ
タ

ナ
ス
（
す
ず
か
け
）
の
樹
木

診
断
を
実
施
、
診
断
の
結
果
、

樹
木
の
根
部
分
に
腐
食
が
み

ら
れ
る
プ
ラ
タ
ナ
ス

35
本

が
み
つ
か
り
、
放
置
す
れ
ば

倒
木
の
恐
れ
が
あ
る
と
判
断
、

学
区
の
同
意
を
得
て
伐
採
し

た
。３

丁
目
、
４
丁
目
の
メ
ー

ン
通
り
に
植
え
ら
れ
て
い
る

プ
ラ
タ
ナ
ス
は
95
本
。
学
区

住
宅
地
開
発
直
後
か
ら
植
栽

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
経
年

経
過
で
老
木
化
、
こ
れ
ま
で

に
枯
死
し
、
散
発
的
に
伐
採

さ
れ
て
き
た
。

市
は
、
伐
採
し
た
跡
地
に

植
樹
す
る
樹
木
に
つ
い
て
学

区
自
治
連
合
会
と
協
議
す
る

と
し
て
ま
だ
決
め
て
い
な
い

が
、
植
樹
に
先
駆
け
の
根
の

掘
り
起
こ
し
工
事
を
先
行
さ

せ
る
こ
と
に
し
た
。

市
に
よ
る
と
、
住
民
の
移

植
が
期
限
ま
で
に
済
ん
で
い

な
い
場
合
は
、
市
費
で
撤
去
、

同
時
に
根
周
辺
に
設
置
し
た

あ
る
レ
ン
ガ
や
ブ
ロ
ッ
ク
も

撤
去
、
掘
り
出
し
た
根
の
部

分
に
は
、
雑
草
防
止
の
簡
易

舗
装
を
実
施
す
る
と
し
て
い

る
。 今

年
５
月
号
か
ら
み
な
さ

ま
に
お
届
け
し
て
い
る
カ
ラ
ー

紙
面
い
か
が
で
す
か
。
こ
れ

は
、
学
区
空
き
家
対
策
委
員

会
が
民
間
の
ま
ち
づ
く
り
支

援
を
行
う
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ア
ン

ド
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
に
申

請
し
て
認
め
ら
れ
た
補
助
金

の
一
部
を
活
用
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
補
助
金
は
、
1
年

間
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で

来
年
5
月
か
ら
今
の
カ
ラ
ー

紙
面
が
継
続
で
き
る
か
不
明

で
す
。
ま
た
住
民
の
方
か
ら

紙
面
の
紙
が
上
質
す
ぎ
無
駄

と
の
指
摘
が
編
集
部
に
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

紙
の
質
に
つ
い
て
は
、
今

使
用
し
て
い
ま
す
紙
は
、
み

な
さ
ま
の
家
庭
に
届
け
ら
れ

る
折
込
広
告
の
チ
ラ
シ
と
同

じ
で
、
需
要
が
多
く
、
紙
の

質
が
よ
く
て
も
逆
に
価
格
が

安
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

今
ま
で
の
紙
質
で
印
刷
を
依

頼
し
ま
す
と
紙
面
の
カ
ラ
ー

の
精
度
が
落
ち
る
う
え
価
格

も
高
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
こ
の
こ
と
も
含
め
補
助

金
が
な
く
な
る
来
年
度
、
カ

ラ
ー
紙
面
を
ど
う
す
る
か
考

え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

編
集
部
で
検
討
の
時
間
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

日吉台小

コミュニティチェロの名曲で魅了
日
吉
台
小
前
道
路
で
根
掘
り
起
こ
し

大
切
な
樹
木
等
は
各
自
で
移
設
を

学
区
夏
ま
つ
り
行
事
な
ど
固
ま
る

７
月
28
日
、
日
吉
台
小
で
開
催

よ

う

こ

そ

先

輩

コ

ン

サ

ー

ト

市民センターで行われる日吉台コンサート

昨

年

開

か

れ

た

夏

ま

つ

り

の

ひ

と

コ

マ

カ
ラ
ー
紙
面
に
つ
い
て

日
吉
台
新
聞
編
集
部


